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「
⑥平和都市宣言（60．12．3）

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をは

らみ、誠に墨慮にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろしさと、被爆

者の苦しみを全世界の人々に訴え、再び広島・長崎の惨禍を
繰り返してはならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のい

かなる核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市
を宣言する。

広
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働く■さんの子冑てを支援
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崖

第
釦
回
郷
土
芸
能
祭

－
１
１
‐

耐
と
笛
の
品
も
唾

作
派

ぐファミリーサポートセンターの

マスコットキャラクター

「
市
内
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
と
日

は
や

本
古
来
の
笛
や
太
鼓
に
よ
る
お
職

し子
の
祭
典
、
「
郷
土
芸
能
祭
」
は

今
年
で
加
回
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
市
内
の
４
つ
の
小
・

中
学
校
に
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
が
誕

生
し
、
郷
土
の
伝
統
は
子
ど
も
た

ち
に
も
継
承
き
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
民
俗
芸
能
を
伝
承
し

て
い
る
団
体
の
ほ
か
、
４
校
の
郷

土
芸
能
ク
ラ
ブ
も
出
演
し
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
芸
能
祭
に
併
せ
て
、
面

と
笛
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

’フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
立

② 書の提出

郷
土
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
を
ご

家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
郷
土
芸
能
祭

▼
日
時
。
場
所
廻
月
５
日
（
日
）

午
後
０
時
”
分
開
場
、
１
時
開
演
、

湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
無
料
）

▼
出
演
者
。
演
目

て
ん
こ

＊
古
戸
は
や
し
連
中
…
天
孤
つ
り

＊
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会
・
・
㈱
大
杉
雌

に
ん
ば

子
、
仁
羽
（
ひ
ょ
っ
と
こ
舞
）
、

五
雌
子
、
獅
子
舞

か
い
あ
つ
き
た
い
じ

＊
ひ
ょ
っ
と
こ
陸
…
悪
鬼
退
治

（
蕊
）

＊
湖
北
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ

むむ
唖
ｊ
）
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(育児の援助を受けたい方）
会員登録で子育ての援助
が受けられます。

(育児の援助を行いたい方）
援助できる曜日・時間など
を登録していただきます。

＊
布
佐
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ

ブ
：
．
仁
羽
、
投
げ
合
い

＊
我
孫
子
第
四
小
学
校
郷
土
芸

能
ク
ラ
ブ
：
・
仁
羽

＊
布
佐
中
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ

ブ
：
・
仁
羽
、
投
げ
合
い

◎
面
と
笛
の
作
品
展
示

▽
日
時
。
場
所
皿
月
犯
日

（
火
）
か
ら
哩
月
５
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
、
湖
北
地

区
公
民
館
（
入
場
無
料
）

▼
作
者
。
作
品

か
ぐ
ら

＊
岡
田
照
行
…
能
面
・
神
楽
面

な
ど
約
加
点

＊
斉
藤
幸
雄
・
鰄
徴
・
織
錘
番

ど
５
点
（
と
も
に
布
佐
在
住
）

▽
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
寳
芭
１
１
５
１

’
1
11

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
は
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た

い
方
と
援
助
し
た
い
方
が
、
そ
れ

ぞ
れ
「
利
用
会
員
」
「
提
供
会
員
」

と
し
て
登
録
し
、
子
育
て
の
援
助

活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

会
員
相
互
の
紹
介
や
調
整
は
、

専
任
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
行
い
ま

す
。
（
上
図
参
照
）

「
急
な
仕
事
で
子
ど
も
を
預
け

る
場
所
が
な
く
て
困
っ
た
」
「
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
と
。

こ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
を
結
ぶ
活

動
は
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
活
動
開
始
に
む
け
て
、

セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
を
募
集
し
ま

す
。

獅
子
舞
、
仁
羽

利
用
会
員
は
、
市
内
に
在
住
ま

会
員
の
対
象
は
ワ

市
で
は
、
働
く
皆
さ
ん
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
狸
月
１
日
に
「
我
孫
子

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
来
年
４
月
か
ら
始
ま
る
子
育
て
の
援

助
活
動
の
概
要
と
、
会
員
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼表1会費と報酬の基準
原
則
と
し
て
、
提
供
会
員
の
自

宅
で
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す
。

援
助
活
動
は
、
補
助
的
・
短
期

的
な
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
長

期
間
保
育
や
宿
泊
な
ど
は
行
い
ま

せ
ん
。
代
表
的
な
活
動
例
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

◎
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
童
保
育

室
な
ど
の
開
始
前
や
終
了
後
に
預

か
り
ま
す
。
保
育
園
な
ど
へ
の
送

迎
も
行
い
ま
す
。

◎
お
子
さ
ん
が
軽
度
の
病
気
の
と

き
や
、
保
育
施
設
が
休
み
な
ど
の

場
合
に
、
臨
時
的
に
終
日
預
か
り

’
｜

罫
の｜

内｜
容｜
は｜
ワ｜●

」

員
の
両
方
を
兼
ね
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

た
は
在
勤
で
、
お
お
む

ね
生
後
６
カ
月
か
ら
、

歳
末
満
の
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
方
。

提
供
会
員
は
、
市
内

在
住
で
、
子
育
て
に
熱

意
の
あ
る
健
康
な
方
で

あ
れ
ば
、
資
格
は
特
に

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
会
員
と
提
供
会

※交通費食事（ミルク）、おやつ、おむつ
などの費用は実費となります

※会費は､利用会員提供会員とも必要です

▼表2入会説明会・基礎研修会の日程

入
会
金
は
無
料
で
す
。

会
識
は
、
年
額
１
２
０
０
円
で

年
度
途
中
で
入
会
し
た
場
合
は
、

月
割
り
で
計
算
し
ま
す
。

報
酬
は
、
利
用
す
る
時
間
帯
に

よ
っ
て
、
１
時
間
あ
た
り
７
０
０

円
ま
た
は
９
０
０
円
で
、
食
事
代

｜費

用

は’
？
。l

R m

ま
す
。そ

の
ほ
か
に
も
、
セ
ン
タ
ー
が

認
め
る
範
囲
内
で
、
仕
事
と
育
児

の
両
立
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
活
動
中
の
事
故
に
備
え

て
、
補
償
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
セ
ン
タ
ー
が
全
額
負

担
し
ま
す
。

月日 場所 時間

12月13日(月） 市民ブラザ

12月14日(火） 荘台1t雄ｾﾝﾀー

12月15日(水） 中央公民館

12月16日(木)|湖北地区公民館
会
員
登
録
を
す
る
前
に
、
利
用

会
員
は
入
会
説
明
会
に
、
提
供
会

員
は
入
会
説
明
会
と
基
礎
研
修
会

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
表
２
参
照
）

入
会
の
申
し
込
み
は
、
利
用
会

員
は
入
会
説
明
会
の
終
了
後
、
提

供
会
員
は
基
礎
研
修
会
の
終
了
後

に
、
会
場
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
で
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
の
際
に
は
、
会
員
登

録
す
る
方
の
写
真
２
枚
（
縦
犯
ミ

リ
×
横
型
ミ
リ
）
と
会
焚
を
ご
持

参
く
だ
き
い
。

隆

申
し
込
み
は
？

な
ど
の
実
饗
は
、
別
途
負
担
と
な

り
ま
す
。
（
表
１
参
照
）

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て
様
々
な
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
育
園
で
は
今
年
か
ら
、
産

休
・
育
休
明
け
の
入
園
を
予
約

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
園
庭
を
開

放
し
、
育
児
相
談
を
行
う
事
業

も
週
１
回
に
噸
や
し
ま
し
た
。

病
児
保
育
も
、
来
年
度
中
の
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

／
学
童
保
育
室
は
、
今
年
で
全

、入
会
説
明
会

12月17日(金） 潮胎市民ｾﾝﾀー

さ
ら
に
進
め
ま
す
子
育
て
支
援

市
長
煽
鵬
Ⅳ
捲
静
〃

14:00
＄

16:00

新木近隣ｾﾝﾀー12月20日(月）

布佐市民ｾﾝﾀー

ｽﾃー ｼｮﾝﾎー ﾙ
12月21日(火）

12月22日(水） 市民会館

平成12年

1月9日(日）
市民プラザ

2月1日(火）
て
の
小
学
校
に
設
世
が
完
了
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
保
育
園
や
学
童
保

育
室
だ
け
で
は
、
急
な
場
合
や

夜
間
な
ど
、
全
て
の
保
育
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
は
困
雌
で
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
需
要
は
大
き
い
と
思
わ
れ
、

提
供
会
員
の
確
保
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
十
分
な
研
修
も
行
い
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

、

天王台→

国 逝356号）
3月7日(災） お問い合わせは

ファミリーｻボー ﾄセンター

窓(86)4161(ﾌｧｸｽ棚）

開繩間月曜日から金曜日の
午前9時から午織時

|ﾎ所日土日･祝日‘年末年始

平成12年

1月20日(木）
基
礎
研
修
会

9:30
＄

17:00

市民会館
2月15日(火）

'3月14日(火）

※入会説明会と墓礎研修会は､都合のよい日
にご出席ください ノ

リサイクル社会の実現をめざして

ファミリーサポートセンター

入会金

会費

報
酬
の
基
準

4WF 料ノ$､、

1200円(年額）

服日ら金曜日までの

午前6嚇ら午掛10時

士･日曜日､祝日,年
蘓始と上訓崩外

1時間あたり700円

1時間あたり900円



■■

(2)鐵 び こ 1999.12.11010号第

▼表1平成11年度一般会計収支状況（上半期）

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
大
切
な
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平

成
洞
年
度
予
算
の
上
半
期
（
４
月
か
ら
９
月
）
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
財
政
課
Ⅱ

一
般
会
計
蓉
鱸
鰄
催
雛
臆
探
騒
繊
謁
皿
潔
聰
淵

平
成
ｎ
年
度
の
一
般
会
計
当
初
円
で
し
た
が
、
９
月
の
定
例
議
会
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

特別納税相談を実施
｜ ［区分予算額

市税180億159万円

歳纒蕊鑿翻::顎
地力瀧徹付金9億円
地方特例交付金7IE1980万円
地方交付税29億7450万円

棚鋤順搬6億1446万円

入

収入済額

90億5770万円

8923万円

6467万円

5億2343万円

7億1980万円

14億8581万円

2億4365万円

21g1611万円

4億6007万円
0円

7億4558万円
0円

2億4175万円

138億4780万円

収入率

50.32％

28.78％

29.40%

58.16％

100％

49.95％

39.65％

44.76％

15.43%

0％

100%|

0％

32.76％

45.29％

覇
判
鑪
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

庁舎内拡大図 平日に納付が困難な

方はぜひご利用を

’ 収
税
課
で
は
、
仕
事
な
ど
で
平

日
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
方
を
対
象

に
、
市
税
（
市
・
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
）
の
納
税

相
談
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
納
付
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
き
い
。▼

日
時
返
月
超
日

（
土
）
・
四
日
（
日
）
い
ず

れ
も
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時

▽
場
所
市
役
所
本
庁

収
税
課

※
当
日
、
市
役
所
は
閉

庁
の
た
め
、
正
面
玄
関

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

職
員
玄
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
（
上
図
参
照
）

》
問
い
合
わ
せ
収
税

課
壹
（
蓮
５
８
４
３

（
当
日
に
限
る
）

貝オ
執行率

4758％

43.98％

47.77％

35.05％

30.06％

72.58％

26.12%

46.67％

44.27％

49.04％

41.52％

区分‘

談会費

|歳 総務費

民生費

衛生費
農林水産業費

商工費

土木費
消防費

教育費

出公債費
予術費
合計

支出済額

1億8949万円

23億5459万円

35億6534万円

12億3622万円

1億1299万円

2億1317万円

13億454万円

6"9021万円

15億8738万円

141E4005万円

126IE9398万円

予算額

3億9824万円

531g5317万円

74億6343万円

35億2730万円

3億7592万円

2億9370万円

49億9352万円

14億7880万円

35億8537万円

29億3625万円

1億7002万円

305億7572万円

’

「
シ
リ
‐
ズ
税
申
告
①
確
定
申
告
は
税
務
署
へ

住
民
税
申
告
は
市
役
所
へ

年
が
明
け
る
と
間
も
な
く
、
す
場
合
が
多
く
、
個
人
が
一
年
間
方
な
ど
で
す
。
方
な
ど
で
す
。

確
定
申
告
と
住
民
税
申
告
の
時
（
１
月
１
日
か
ら
廻
月
五
日
の
間
）
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や
医
※
公
的
年
金
所
得
だ
け
（

期
と
な
り
ま
す
。
に
得
た
所
得
を
、
自
分
で
税
額
を
療
費
控
除
で
所
得
税
の
還
付
を
受
も
、
ど
ち
ら
か
の
申
告
奉

今
号
か
ら
「
税
の
申
告
」
に
計
算
し
、
税
務
署
に
申
告
す
る
と
け
よ
う
と
す
る
方
や
、
ア
ル
バ
イ
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
寺

つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
と
も
に
生
じ
た
税
金
を
納
付
す
る
、
ト
や
パ
ー
ト
社
員
で
勤
務
先
で
年
ご
注
意
く
だ
き
い
。

し
ま
す
。
ま
た
は
還
付
を
受
け
る
一
連
の
手
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方
な
ど
も
、
平
成
ｎ
年
分
の
所
得
認

一
般
に
「
確
定
申
告
」
と
は
、
続
き
を
い
い
ま
す
。
税
額
の
計
算
を
し
て
所
得
税
の
納
定
申
告
は
、
哩
年
２
月
喉

個
人
の
所
得
税
（
国
税
）
を
指
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
、
①
付
ま
た
は
還
付
が
あ
る
方
は
確
定
ら
始
ま
り
ま
す
。
最
寄
附

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
歳

入
で
は
地
方
交
付
税
が
当
初
の
見

込
を
、
億
４
４
０
５
万
円
超
え
た

た
め
増
額
し
、
こ
れ
に
と
も
な
い

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
７
億
９

３
７
０
万
円
減
額
し
ま
し
た
。
前

年
度
繰
越
金
も
当
初
の
見
込
を
２

億
４
５
５
７
万
円
超
え
た
た
め
、

こ
れ
を
増
額
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
か
ら
少
子
化
対
策
臨

時
特
例
交
付
金
が
１
億
２
５
４
６

万
円
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
こ
れ
を
追
加
し
ま
し
た
。

一
方
、
歳
出
で
は
、
総
務
費
で

財
政
調
整
基
金
へ
の
穣
立
金
を
１

億
２
０
０
万
円
、
民
生
識
及
び
教

育
費
で
少
子
化
対
策
臨
時
特
例
交

付
金
に
か
か
わ
る
保
育
園
・
学
童

保
育
・
幼
稚
園
の
施
設
整
備
に
１

億
３
８
９
６
万
円
、
土
木
識
で
道

路
維
持
補
修
事
業
や
排
水
対
策
事

業
に
８
０
６
２
万
円
な
ど
を
追
加

補
正
し
ま
し
た
。
上
半
期
の
収
支

状
況
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

す
場
合
が
多
く
、
個
人
が
一
年
間

（
１
月
１
日
か
ら
廻
月
五
日
の
間
）

に
得
た
所
得
を
、
自
分
で
税
額
を

計
算
し
、
税
務
署
に
申
告
す
る
と

と
も
に
生
じ
た
税
金
を
納
付
す
る
、

ま
た
は
還
付
を
受
け
る
一
連
の
手

続
き
を
い
い
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
、
①

土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡

が
あ
る
方
②
事
業
・
配
当
所
得

の
あ
る
方
③
給
与
収
入
が
年
間

２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
④

給
与
所
得
が
２
カ
所
以
上
か
ら
あ

る
方
⑤
給
与
と
年
金
、
年
金
と

生
命
保
険
満
期
に
よ
る
一
時
所
得

な
ど
２
種
類
以
上
の
所
得
が
あ
る

し

’
◎
耐
年
度
の
主
な
事
業
（
９
月
末

現
在
で
執
行
済
み
の
も
の
）

《
総
務
費
》
＊
我
孫
子
駅
南
口

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
設
置
工
事
＊
久
寺
家
地
区
近

隣
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
＊
自
治

会
集
会
所
整
備
事
業
等
補
助

《
民
生
費
》
吏
仮
）
根
戸
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
整
術

＊
休
日
救
急
診
療
所
建
設
工
事

＊
介
護
保
険
準
備
事
業
＊
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
久
遠
苑
・
沼

風
苑
）
等
補
助
事
業

《
衛
生
費
》
＊
手
賀
沼
斜
面
林

保
全
事
業
＊
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
２
号
炉
排
ガ
ス
高
度
処
理
設
備

交
換
工
事

《
土
木
費
》
＊
柴
崎
土
地
区
画

整
理
事
業
・
街
区
道
路
補
修
工
事

＊
我
孫
子
駅
前
都
市
改
造
事
業
物

件
移
転
補
償
＊
公
共
下
水
道
管

布
設
工
事

《
教
育
費
》
＊
根
戸
小
学
校
特

別
教
室
改
造
工
事
＊
中
学
校
生

徒
用
机
・
イ
ス
更
新
＊
湖
北
台

中
学
校
給
食
施
設
改
造
工
事
＊

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
設
計
業
務

＊
プ
レ
ハ
ブ
武
道
場
建
設
工
事

方
な
ど
で
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や
医

療
費
控
除
で
所
得
税
の
還
付
を
受

け
よ
う
と
す
る
方
や
、
ア
ル
バ
イ

ト
や
パ
ー
ト
社
員
で
勤
務
先
で
年

末
調
整
を
し
て
い
な
い
方
な
ど
も

税
額
の
計
算
を
し
て
所
得
税
の
納

付
ま
た
は
還
付
が
あ
る
方
は
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

住
民
税
（
市
・
県
民
税
）
申
告

が
必
要
な
方
は
、
①
非
課
税
所
得

（
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
失
業

給
付
金
な
ど
）
だ
け
の
方
②
市

外
の
方
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方

③
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な

’

し

特
別
会
計

９
月
定
例
議
会
で
、
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
は
保
険
税
徴
収
事

務
電
算
委
託
料
を
１
３
０
０
万
円
、

公
共
下
水
道
事
業
会
計
は
管
布
設

工
事
費
及
び
設
計
調
査
委
託
料
を

１
億
９
７
３
１
万
円
、
老
人
保
健

会
計
は
過
年
度
分
医
療
喪
交
付
金

な
ど
７
０
５
０
万
円
を
、
そ
れ
ぞ

れ
追
加
補
正
し
ま
し
た
。

上
半
期
の
収
支
状
況
は
表
２
の

と
お
り
で
す
。

税
係
雲
芭
１
１
１
１

方
な
ど
で
す
。

※
公
的
年
金
所
得
だ
け
の
方
で

も
、
ど
ち
ら
か
の
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
き
い
。

平
成
ｎ
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
哩
年
２
月
嘔
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
最
寄
り
の
税

務
署
で
申
告
し
て
く
だ
き
い
・

な
お
、
市
内
の
申
告
会
場
で

も
、
柏
税
務
署
・
柏
税
理
士
会

に
よ
る
出
張
申
告
受
付
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
き

い
◎▽

問
い
合
わ
せ
課
税
課
市
民

▼表2平成11年度特別会計収支状況（上半期）

区分予算額収入済額支出済 額

国民健康保険事業58億4580万円22f7127万円22f1487万円

土地区画整理事業2億7960万円3億2599万円6377万円

,公共下水道事業38E6231万円9f4319万円8f4220万円

|手賀沼浄化事業1lX4200万円4745万円1275万円
|老人保健|75f7820万円|28IE9078万円27Ig7076万円
|公共用地取得事業’2770万円|1381万円1381万円」

鑪
鐵
脚
螺
管
貝
生
活
指
害
皇
を
募
集

一

東
葛
中
部
地
区
総
合
開
発
事
務
ず
れ
か
の
学
科
を
専
攻
し
た
方
各
１
通
を
廻
月
１
日
永
莎
ら
型
日

組
合
で
は
、
来
年
４
月
採
用
予
定
②
専
修
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
で
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

の
生
活
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。
社
会
福
祉
に
関
す
る
学
科
を
専
攻
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▽
勤
務
場
所
知
的
障
害
者
更
生
し
た
方
③
高
卒
以
上
で
２
年
以
ま
で
に
柏
市
役
所
内
東
葛
中
部
地

施
設
「
み
ど
り
團
命
畦
上
、
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
区
総
合
開
発
事
務
組
合
事
務
所
へ

▽
募
集
人
数
１
人
程
度
る
事
業
に
従
事
し
た
方
本
人
が
直
接
持
参

丁
受
験
資
格
昭
和
紹
年
４
月
２
▽
受
験
手
続
き
①
職
員
採
用
試
▽
一
次
試
験
平
成
哩
年
１
月
晦

日
以
降
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
験
受
験
申
込
書
（
同
組
合
事
務
所
旦
主

か
に
該
当
す
る
方
①
短
大
卒
業
で
配
布
）
②
写
真
稀
４
ｍ
×
亨
試
験
会
場
柏
市
役
所

頁
込
み
）
以
上
で
、
社
会
福
祉
、
機
３
ｍ
）
２
枚
③
卒
業
筧
込
▽
問
い
合
わ
せ
同
事
務
組
合
総

心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
の
い
み
）
証
明
書
お
よ
び
成
繊
証
明
警
務
課
雲
忽
５
２
５
１

哩
月
４
日
（
士
）
か
ら
、
日
（
金
）

ま
で
は
「
人
権
週
週
で
す
。

人
間
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
福
な

生
活
を
送
る
権
利
」
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
権
利
が
人
権
と
い
わ

れ
る
も
の
で
、
人
間
ら
し
く
生
き

て
い
く
た
め
に
は
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
権
利
で
す
。

第1回ちば人権展
なくそう差別・県民ひろば

期間12月14日(火)から19日（日）
場所千葉市文化センター，中央公園広場

＊オープニングセレモニー（入場料無料）
14日、9:30～10:00

＊展示（入場料無料）

①人権展②人椎NGO･NPO見本市’
14日～19日．10:00～19:00(19日は16:00)

＊公演の部（入場料有料、17日は入場料無料）
①人権講演会ときららららコンサート
14日、10:30～20:00

②人権映画上映会
15日～18日、上映時間はお問い合わせを

＊人権ワークシヨツプ（入場料有料）
14日～19日、10:00'～21:30

＊きららららフェスティバル（入場料無料）
18日、10:00:～15;00(雨天の場合は19日）

し問い合わせ（社)千蕊具人権啓発セン
ター盃043(496)4967

一年で一番たいせつな一週間かもしれない

人権週間
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
相
手
の
立
場
を
考

え
た
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、

人
権
週
間
に
特
設
人
権
相
談
等
を

行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
人
権
週
間
強
調
事
項
〉

＊
考
え
よ
う
あ
な
た
の
人
権
わ
た

し
の
人
権
…
ひ
ろ
げ
よ
う
心
と
心

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

＊
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

＊
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

＊
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

＊
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

＊
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

＊
国
際
化
時
代
に
ふ
ざ
わ
し
い
人

権
意
識
を
育
て
よ
う
（
人
種
・
民

族
に
よ
る
差
別
を
な
く
そ
う
）

＊
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
に
対
す
る
偏

見
を
な
く
そ
う

柏
人
権
擁
謹
委
員
協
議
会
と
千

葉
地
方
法
務
局
柏
支
局
で
は
、
人

権
週
間
に
ち
な
ん
で
、
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
人
権
上

の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
哩
月
２
日
（
木
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時
（
斑
用
無
料
）

▼
場
所
市
役
所
福
祉
総
合
相
談

室▼
相
談
内
容
い
じ
め
、
親
子
・

夫
婦
・
相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、

借
地
・
借
家
、
差
別
、
い
や
が
ら

せ
な
ど
人
権
上
の
問
題
や
悩
み
事

▼
相
談
員
人
権
擁
護
委
員

▼
問
い
合
わ
せ
生
活
支
援
課
社

会
係
冥
芭
１
１
１
１
、
ま
た
は

千
葉
地
方
法
務
局
柏
支
局
實
包

３
３
０
９

▼市内人権擁護委員
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

氏名

別府孝子

表てる子

鬼澤三郎

杉山清吉

伊勢佳彦

住所

船戸2の9の32

白山3の5の27

我孫子563の10

湖北台5の5の

布佐酉町54の4

電 話

(84)2320

(85)0396

(82)2061

(88)4655

(89)3414
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「
ひ
と
り
、
ひ
と
り
の
力
で
き

れ
い
な
手
賀
沼
」
を
テ
ー
マ
に
、

／

、惚月のふれあい工房加者 を募集

第9回

召ふれあい清掃

申し込み.問い合わせ壷(86)550Q－◎各種教室

「一一 募集人数’参加費｜持参するもの開催日 時間教室名
(先着順）

髄 避
斌くらいの謙1009
（中細2本どりでも可)
かぎ針7号か8号

1日(水）

8日(水）

①10:00～12

②13:00～15
トールペインテインク

第
９
回
「
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
掃
」

を
行
い
ま
す
。

手
賀
沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
り
、
沼
の
水
斑
浄
化
を
め
ざ
し

て
清
掃
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
廻
月
５
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
ｎ
時
（
雨
天
中
止
）

▽
集
合
場
所
手
賀
沼
公
園
多
目

的
広
場

▽
清
掃
場
所
手
賀
沼
公
園
と
そ

の
周
辺
道
路
、
遊
歩
道

マ
服
装
・
持
参
清
掃
作
業
が
で

き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
軍
手
な
ど

マ
参
加
方
法
直
接
、
集
合
場
所

に
お
集
ま
り
く
だ
き
い
・

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
感
く
だ
さ

い▼
問
い
合
わ
せ
手
命
製
治
課
云

（
露
）
１
１
１
１
内
唾
認
４
６
２

※
清
掃
の
実
施
・
中
止
は
、
当
日

午
前
８
時
犯
分
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ

イ
ド
賞
露
）
５
０
０
０
コ
ー
ド
番
号

８
５
０
番
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

2日（木）

10日(金）
各日10人 200円毛糸の帽子を編む 10:00～15:00

裁維道具、
9日(木）和服のリフォーム 10:00～1500 8人 300円

ほどいた和服

紙すき'16日(木)|10:00～12:00
布わらじ作り'22日(水)'13:00～15‘00

7人’200円
10人’200円 綿の布かｼーﾂ(あ机ま）

惨申し込み方法電話でふれあい工房へ（休館日を除く午前9時から午後5時まで）

◎木工リサイクルアドバイザー毎日午前10時から午後5時（休館日を除く）

◎おもちゃの病院毎週日曜日午後1時から午後5時

◎おしゃれリフォームアドバイザー毎週水．木曜日午前10時から午後3時

※ご家庭で使われなくなった大工道具・洋裁用具などを譲ってください
大工道具…金づち、カンナ、ノミ‘ドライバー、かね尺、電動工具

洋裁用具･･アイロン、へら台、たちバサミ、編み棒，

…いｴ離営協議制86,55.｡(大工道具米澤洋裁用具…金井)ヘワその他…ドライヤー、絵筆

全
国
的
に
環
境
や
街
の
美
観
を

損
な
う
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
ポ
イ

捨
て
ゴ
ミ
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
街
地
で
は
タ
バ
コ
の
吸
い
が

ら
や
空
き
缶
が
、
山
林
や
避
地
で

程
月
は
一
コ
三
の
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

一
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
一

は
電
化
製
品
や
建
築
廃
材
な
ど
の

産
業
廃
棄
物
、
車
ま
で
捨
て
て
あ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
不
法
投
棄

や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
を
な
く

し
、
清
潔
で
快
適
な
環
境
の
確
保

と
環
境
美
化
の
推
進
を
目
的
に
、

哩
月
を
ヨ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
日
中
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
よ
り
強
化
し
、
夜
間
に
も
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
、
不
法
投
棄

や
ポ
イ
捨
て
防
止
に
努
め
ま
す
。

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
皆
ざ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
垂
（
師
）
０
０
１
５

巣
箱
を
作
っ
て
、
家
の
近
く
に

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
教
室
で
は
、
姿
が
か
わ
い

ら
し
く
、
子
育
て
の
観
察
が
し
や

す
い
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
巣
箱
を
作

り
、
野
鳥
の
生
活
を
乱
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
巣
箱
の
か
け
か
た
や

観
察
方
法
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。

家
の
近
く
で
も
よ
く
見
か
け
る

ス
ズ
メ
や
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
、
も

ほ
ら

と
も
と
木
の
洞
に
楽
を
作
る
烏
で

す
。
自
然
が
少
な
く
な
っ
た
今
、

親
子
で
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か

第
う
回
巣
箱
教
室
参
加
者
募
集

家
の
瓦
の
す
き
間
や
戸
袋
で
子
育

て
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
鳥
た
ち
は
人
の

作
っ
た
巣
箱
を
よ
く
利
用
し
ま
す
。

作
っ
た
巣
箱
は
、
持
ち
帰
っ
て
、

身
近
に
あ
る
木
に
取
り
つ
け
て
み

ま
し
ょ
う
。

家
族
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

▽
日
時
哩
月
皿
旦
土
）
午
後
１

時
如
分
か
ら
４
時

▽
場
所
烏
の
博
物
館

▽
対
象
市
内
在
住
の
小
学
校
３

年
生
以
上
の
方
（
２
年
生
以
下
の

方
は
保
護
者
の
同
伴
が
あ
れ
ば
可
）

▽
定
員
先
着
犯
人

▽
持
参
金
づ
ち
、
プ
ラ
ス
の
ド

ラ
イ
バ
ー
、
キ
リ
、
軍
手
、
巣
箱

を
持
ち
帰
る
た
め
の
大
き
な
袋

▼
参
加
費
６
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
哩
月
８
旦
水
）
ま
で
に
鳥
の
博

物
館
貧
芭
２
２
１
２
へ

一

「
Ｐ
Ｉ
叩
』
一
‐
Ｊ

元
気
に
暮
ら
す
．
洲
御
廻
釧
ノ

航
Ｗ
射
訓
集
酢
雌
手
鰈
鼈
職
哩

と
食
生
活
と
人
間
関
係
。
い
つ

蹴
譜
壽
手
…
賀
ゞ
周
．

噌
噌
肛
嗣
舳
鮒
潴
懸
隣
圓
や
洲

祠
睦
学
窯
幟
議
艤
”

▼
講
座
内
容
楽
し
く
運
動
シ

ャ
ル
ウ
ィ
ダ
ン
ス
？
、
遺
伝
子

組
み
換
え
食
品
と
は
？
ほ
か

《

謡
鐙

に
我
孫
子
新
田
翌
中
央
公
民
館
一

〆
し
前
回
の
セ
ミ
ナ
Ｉ
か
ら
垂
（
狸
）
０
５
１
５
へ
Ｉ
、

L

‘ぱ・
可

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
、
大
学
、
専
修
学
校
な
ど
の
入

学
時
や
在
学
中
に
必
要
な
教
育
資

金
（
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
、
参
考
書
代
、
ア
パ
ー
ト
の
敷

金
・
家
賃
等
）
を
融
資
す
る
公
的

な
制
度
で
す
。

▽
融
資
金
額
学
生
・
生
徒
１
人

あ
た
り
２
０
０
万
円
以
内

▼
利
率
年
２
．
２
％
（
固
定
）

▼
返
済
期
間
、
年
以
内

※
手
続
き
等
詳
し
く
は
、
国
民
生

活
金
融
公
庫
柏
出
張
所
貧
邑
１

５
４
２
へ
。

学ぶ意欲を
バツクアバックアップ

国の教育ローン

P‐‐ー

｜
’

1

1

毎
年
恒
例
の
「
お
た
の
し
み
会
」

を
、
今
年
か
ら
冬
に
行
い
ま
す
。

大
型
紙
芝
居
を
中
心
に
、
素
話

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
行
い
ま

す
。
楽
し
い
「
冬
の
お
た
の
し
み

会
」
に
、
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
場
所
・
日
程
布
佐
分
館
第
１

会
議
室
・
・
・
逗
月
９
日
（
木
）
湖
北

地
区
公
民
館
第
１
学
習
室
：
由
日

（
金
）
市
民
会
館
第
４
．
５
会
議

室
：
嘔
旦
木
）

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
４
時
か

ら
４
時
犯
分
（
入
場
錐
避

▽
対
象
・
定
員
４
歳
か
ら
、
歳

く
ら
い
ま
で
の
お
子
ざ
ん
、
釦
人

（
た
だ
し
、
布
佐
分
館
は
和
人
）

※
各
会
場
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

冬
の
お
た
の
し
み
会

◎
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
蜑
館

蕊
あびこ篭

図
書
館

だ
よ
り

公
（
鼬
）
１
１
１
０

壷
（
師
）
３
０
５
５

壷
（
閉
）
１
３
１
１

垂
（
師
）
０
９
０
９

錘

十
月
下
旬
に
手
賀
沼
の
遊
歩
道

を
歩
い
て
い
る
と
、
道
路
脇
の
湿

地
で
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ッ
カ
ミ
が
花

を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

萩
鍵
盤
と
菱
わ
っ
た

名
で
す
が
、
九
月
か
ら
十
月
こ
ろ

に
花
を
つ
け
、
茎
に
は
下
向
き
の

と
げ

短
い
刺
が
い
っ
ぱ
い
生
え
て
い
る

の
で
「
ぬ
る
ぬ
る
し
た
鯉
も
つ
か

む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
い

う
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
名
で
す
。

▼
場
所
・
日
時
市
民
会
館
第
４

会
談
室
．
：
哩
月
２
日
（
木
）
午
後
４

時
か
ら
４
時
犯
分
（
今
月
は
、
お

た
の
し
み
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

１
回
だ
け
と
な
り
ま
す
）

お
近
く
の
会
場
へ
直
接
お
越
し
く

だ
き
い

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

Ⅱ
墨
絵
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者

風
景
…
武
石
富
佐
子
（
古
戸
）

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

鶴そよかぜ号,2月の日溜蒜中止， お
は
な
し
会

曜 日 日 場 所 時 間 ( 午 後 ) ｜
湖北地区公民館1:20～1:50

水上雛:W韓雛側：
木？身体障害者福祉センター2:00~2:45

16新木北公園3:00~4:00

余鳥練尋慈具9隻紫:侭:：
三洋電機社宅入口l:30~2:15

水§カクライ家具駐車場2:30~3:00
22台田池尻公園3:20~4:00

木，蕊鴦東3児壽芸罷臓：
金1p根戸近隣センター2:00~2:40

24東急ショッピングセンター裏3:00~4:00

燕ﾉ輔殿駒ミ

（たで科）

ノ

別
名
を
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ヅ
ル

と
も
い
い
、
水
辺
な
ど
の
湿
っ

た
場
所
に
生
え
ま
す
。
茎
は
枝

分
か
れ
し
て
四
方
へ
広
が
り
、

た
け丈

は
一
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま

す
。

葉
は
茎
に
互
生
し
、
矢
尻
の

よ
う
な
形
の
葉
の
基
部
は
茎
を

抱
い
て
い
ま
す
。
花
は
枝
先
に

十
数
個
集
ま
っ
て
つ
き
ま
す
。

一
つ
ひ
と
つ
の
花
を
よ
く
見
る

と
、
上
部
が
淡
紅
色
で
、
下
部

は
白
色
に
色
分
け
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
花
に
は
花
弁
が
な
く
、

花
の
色
は
熱
の
色
で
す
。
薯
は

花
の
時
期
を
過
ぎ
、
実
の
時
期

に
な
っ
て
も
つ
い
て
い
る
の
で
、

い
つ
ま
で
も
花
が
咲
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

椿
…
佐
々
木
恵
子
（
湖
北
台
）

笹
…
高
藤
志
げ
子
（
高
野
山
）

竹
居
峠
：
橘
本
房
子
（
中
里
）

風
景
…
小
林
秋
光
（
並
木
）

◎
布
佐
分
館

Ⅱ
和
紙
ち
ぎ
り
絵
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者

点
下
今
っ

歓
喜
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
！
・
趙
さ
き

子
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
：
・
久
田
達
子

旅
の
思
い
出
…
吉
岡
て
る
遊
…

幾
昌
ご
上
。
？

田
村
た
み
子
ト
ル
コ
桔
梗
…
宮

下
久
美
子
（
い
ず
れ
の
方
も
布
佐

平
和
台
）

〉
展
示
期
間
両
館
と
も
廻
月
巧

日
（
水
）
か
ら
平
成
哩
年
１
月
９
日

（
日
）
ま
で



(4)鐵 び
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○
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富
薑
回
介
護
畠

篁
一
意
呈
簔
曼肌

Ｌ
マ
日
時
廻
月
娼
日
王
）
午
後
１

哩
月
９
日
は
障
害
者
の
日
で
す
。
時
嬉
分
か
ら
５
時
如
分

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
▽
場
所
鎌
ケ
谷
市
生
涯
学
習
推

は
、
こ
の
日
に
ち
な
ん
で
、
「
障
進
セ
ン
タ
ー
「
ま
な
び
い
プ
ラ
ザ
」

害
を
持
ち
な
が
ら
も
地
域
で
豊
か
（
東
武
野
田
線
鎌
ヶ
谷
駅
下
車
徒

な
生
活
を
送
る
た
め
に
」
を
テ
ー
歩
約
、
分
）
〈
参
加
費
鉦
料
〉

マ
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
▽
内
容
講
演
①
「
日
常
生
活
の

▽
日
時
・
場
所
廻
月
９
日
（
木
）
援
助
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
介

午
後
１
時
加
分
、
身
体
障
害
者
福
謹
」
②
「
寝
た
き
り
お
よ
び
痴

祉
セ
ン
タ
ー
蓼
加
蛮
無
料
）
呆
老
人
の
介
護
と
実
技
講
習
在
宅

そ
め
の
か
ず
な
り

寺
講
師
染
野
和
成
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ

▼
定
員
先
着
和
人
い
て
」
質
疑
応
答

※
当
日
は
、
湖
北
駅
北
口
か
ら
無
▼
定
員
先
着
釦
人

児
童
扶
誕
手
当
を
受
け
る
賓
格

の
あ
る
方
で
、
ま
だ
申
請
手
続
き

が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
、
次
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
喝
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
簸
初
の
３
月
諏
日
ま
で
の
児
童

を
育
て
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
で
す
。

※
児
童
が
心
身
に
障
害
が
あ
る
場

合
は
、
如
歳
に
な
る
誕
生
月
ま
で

手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
一

緒
に
生
活
し
て
い
な
い
児
童
②

児
童
扶
養

12月の日曜，休日当番医
診療時間午前9時から午後5時

持参健康保険証と診療費

り
る
査
格
父
が
死
亡
し
た
児
童
③
父
が
垂
②
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き

卵
手
続
き
度
の
障
害
国
民
年
金
の
障
害
等
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
③
児

早
め
に
級
１
級
程
度
）
に
あ
る
場
合
で
、
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
ま
た

○

公
的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ
て
は
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

り
る
こ
と
い
な
い
児
童
④
父
の
生
死
が
明
④
児
童
が
母
の
配
偶
者
丙
緑
関

窒
件
に
当
ら
か
で
な
い
児
童
⑤
父
か
ら
引
係
も
含
む
）
に
養
育
き
れ
て
い
る

勾
日
以
降
き
続
き
１
年
以
上
避
棄
き
れ
て
い
と
き
⑤
昭
和
印
年
８
月
１
日
以

』
の
児
童
る
児
童
⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
降
に
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し

生
は
母
に
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
き
れ
て
い
て
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
も
手
当

匂
方
で
す
。
る
児
童
⑦
未
婚
の
母
の
児
童
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
と
き

か
あ
る
場
⑧
父
母
と
も
に
不
明
の
児
童
※
不
正
受
給
き
れ
ま
す
と
罰
則
が

生
月
ま
で
以
上
の
要
件
に
該
当
し
て
も
次
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
手
当
を
受
い
・

父
と
一
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
子
育
て
支
援
課

沁
童
②
①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き
冥
鍾
１
１
１
１
内
線
３
４
７

１
１
１
１
１

率
甥
州
州
州
州
侭
恥
剖
岬
制
翻
倒
測
州
岬
は
一
側

》
》
》
犀
討
出
》
》の

向
○

但
い
‐
岫
期
降
鰯
朏
肺
鴎
腋
陣

病。医院名 電話

手
当
の
申
請
を

5日

12日’

19日

26日

お
忘
れ
な
く

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
竃
話
番
号
、

「
廻
月
嘔
日
高
齢
者
巡
回
介
護
教

室
希
望
」
と
明
記
し
、
哩
月
、
日

（
金
・
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
１

１
８
５
６
０
松
戸
市
小
根
本
７
千

葉
県
東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課
云

０
４
７
（
３
６
１
）
４
０
７
７
へ

輔
銅
癖
計
》
蕾
》
》
錘
》
難

▼
募
集
人
員
和
人
（
男
子
も
可
）

マ
資
格
高
等
学
校
卒
業
も
し
く

は
卒
業
見
込
み
の
方
、
ま
た
は
文

部
大
臣
が
高
等
学
校
卒
業
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
た
方

▽
出
願
期
日
哩
月
如
日
（
月
）
か

ら
平
成
皿
年
１
月
四
日
（
水
）

▼
入
学
試
験
日
平
成
哩
年
１
月

お
旦
火
）
・
爽
日
永
）

▼
試
験
科
目
国
語
Ｉ
．
Ⅱ
（
古

(市民会館内）
冠(84)1311
（時間内のみ）

休日救急歯科診療所

日曜。休日の午前
9時から11時30分

ど醗恐(Sﾌ)1141
典
・
漢
文
を
除
く
）
、
英
語
Ｉ
。

Ⅱ
、
選
択
科
目
（
数
学
Ｉ
ま
た
は

生
物
Ｉ
Ｂ
）
、
面
接
、
健
康
診
断

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
封

筒
に
５
０
０
円
分
の
切
手
、
ま
た

は
郵
便
小
為
替
を
同
封
し
、
〒
２

８
６
１
８
５
２
３
成
田
市
販
田
町

”
の
１
同
校
入
試
係
垂
０
４
７
６

（
翌
２
３
１
１
内
線
３
８
１
へ

蕊
》
募
集
人
数
幼
稚
部
年
少
組

柏保健所の年末年始の業務案内
年末年始の閉庁期間は、12月29日(水)から来年

1月3日(月)までです。

一般健康相談等の受付日は以下のとおりです。

12月の各種健診と健康教室

保健センター湖北台1の12の16壷(87)1131’ |時間｜対象’
｜
’ 内容（その他）時間 対象項目 期日

’ 年末｜年始
ビデオお産の経過、家族計画

l補助体操など（電話で予約）|苓駕雑なる受付
9:15～9:30

しあわせ学級 178 12月15日（水）
診断曹発行は
12月22日(水）

一般健康相談 1月19日(水）診断曹
12月22持参･･･母子健康手帳、筆記用具、

バスタオル(3日)、歯ブラシ(I0日）
(電話で予約）

受付
9:15～9:30

妊娠20～27週の

妊婦
母親学級 3日､10日

12月20日（月）
結果は12年1
月411(火）

1月6日(木）必須項目
水質検査

※予約制

平成11年7月生まれ
（対象児に通知）

身体測定、栄養･歯科･育児相談なと
持参･･母子健康手帳、バスタオル等

7日､14B
2旧

受付
9:15～9:45

4カ月児相談

（
３
．
４
歳
児
）
．
：
２
人
、
同
年

長
組
（
５
歳
児
）
：
・
３
人
、
小
学

部
第
１
学
年
盲
学
級
。
：
６
人
、
小

学
部
策
１
学
年
弱
視
学
級
、
各
学

年
盲
・
弱
視
学
級
転
入
：
．
若
干
名

▼
学
校
所
在
地
文
京
区
目
白
台

▽
出
願
期
間
哩
月
６
日
（
月
）
か

ら
、
日
（
金
）

▽
入
学
選
考
日
平
成
哩
年
１
月

お
日
（
火
）

※
詳
し
く
は
、
筑
波
大
学
付
属
盲

学
校
幼
・
小
学
部
容
０
３
（
３
９

４
３
）
５
４
２
２
へ

12月14日（火）

結果は
12月28日(火）

全項目身体測定､栄養･歯科相談､育児相談
持参･･･母子健康手帳

受付
9:15～10:00

乳幼児の育児につ
いて相談のある方

1月18日(火）
育 児相談 15日

12月208(月）
結果は
12月27日(月）

,．平成11年9月21日以前に1回目を投与した方
･平成11年6月生まれで1回目投与を受ける方

母子健康手帳､予診票(予防接種ノートに添付）

7日

14日

持参

小児マヒ生ワクチン

(ポリオ)投与

受付

13:15～14:15

7日

14H

1月6日(水）腸内細菌検査

|エイズ検査 l12月2旧(火)l'月4日（火）

|飼禅くゑ_|保健所l'2月l6日(*)|1月68(*)
持参･･･母子健康手帳、健診票
歯ブラシ（親と子の2本）

受付
9:15～10:00

平成10'年5月生まれ
（対象児に通知）1歳6カ月児健康診査 2日､9日 飼えなくな

った犬･猫の
引き取り

動物愛護
センター|胤力月賊科繍’

持参…母子健康手帳､通知ハガキ、
歯ブラシ(親と子の2本)､コップ、
タオル

1月5日(水）12月22日(水）平成9年4月生まれ
（対象児に通知）

受付
9:15～1O:30

|16日

’
頸
の
痛
み
や
肩
凝
り
で
悩
ま
さ

れ
て
い
る
方
に
、
頚
に
か
か
る
負

担
を
少
な
く
す
る
普
段
の
こ
こ
ろ

が
け
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

◎
一
般
的
注
意

①
長
時
間
、
同
じ
姿
勢
を
と
ら
な

い
。
（
仕
事
、
読
書
、
テ
レ
ビ
等
）

②
頸
に
疲
れ
を
感
じ
た
ら
、
横
に

な
る
。
（
壁
に
頭
を
も
た
れ
か
け

る
の
も
有
効
で
す
）

③
規
則
的
な
休
息
、
入
浴
、
十
分

な
睡
眠
を
と
る
。

受付
12:45～13:30

持参･･母子健康手帳､健診票､歯ブ
ラシ(親子)､コップ､尿､アンケート

平成8年5月生まれ
(対象児に通知）3歳児健康診査 2日､9日

健康メモ⑬
〈 び

頸の痛みや
肩剛の予防法

受付
9:30～10:00

簡単にできる離乳食のつくり方､試
食電話で予約（先着20人）離乳食教室 乳児を持つ母親168

i
;Wb~,3:301,3:00-,3:301肩こり腰痛予防の体操､栄養の話歯の話など｜持参…健康手帳、体操のできる服装肩こり。腰痛教室 7日､14日

|栄養相談｜
|酒害相談｜
|ｱﾙｺーﾙ家族教室’

電話で予約|指導を受けたい方|カロリーﾁｪｯｸ､献立ｱドバｲｽ’随時

3日

l08 |職訓-職‘'|職款圃難’ ’
グループミーティング

お気軽にご相談ください

※該当者で個人通知が届かない方は保健センターにお問い合わせください

◎
座
っ
て
い
る
時

①
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
。
（
机
、
一

イ
ス
の
高
き
に
塗
墓

②
目
線
が
あ
ま
り
下
が
ら
な
い
よ
一

う
に
、
本
や
画
面
の
位
世
に
注
意
一

す
る
。

③
長
時
間
の
逆
転
を
避
け
る
。
シ
ー

ー
ト
、
バ
ッ
ク
レ
ス
ト
、
バ
ッ
ク
ー

ミ
ラ
ー
の
位
置
に
注
意
す
る
。
一

◎
寝
て
い
る
時

①
頭
と
頚
の
カ
ー
ブ
を
支
持
で
き
一

る
鉱
逵
使
っ
。

②
ベ
ッ
ド
や
ソ
フ
ァ
ー
で
頭
を
立
一

て
て
テ
レ
ビ
を
見
た
り
読
沓
を
し
一

な
い
。

③
う
つ
伏
せ
で
読
書
を
し
な
い
。
一

以
上
、
頸
の
痛
み
や
肩
凝
り
の
一

予
防
法
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
し
一

た
。

頑
固
な
頸
の
痛
み
や
肩
凝
り
は
、
一

重
大
な
病
気
が
原
因
と
な
っ
て
い
一

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
度
、
主
一

治
医
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
き
い
・
一

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師
一

会
容
（
串
）
５
５
２
５

柏保健所柏市柏255（国道6号呼塚交差点付近)竃(67)1255

’乳幼児雑相談'22日|'%301霧鎮撫寵
１
１

発達心理相談員･保健婦の相談・
指導電話で予約(地域指導班）

療育相談|鯉,''3:00－1"'’
整形外科的に心配
な18歳未満の子

整形外科医の診察保健婦の相談
指導持参･母子健康手帳

13:00～I4:00

１
１

糖神保健相談員の相談
専門医の相談は予約が必要です

アルコール問題を
抱えた本人、家族ｱﾙｺー ﾙ伽ごと柵 6日､2旧 '4:00～16:00

’ 3日、lOH
l7日､24日

梢神保健相談員の相談
嘱託医の相談は予約が必要です

輔神病、繍神神経
症で悩んでいる方

心の健康相談 '4:00～16:00
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Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

▽
有
料
で
＊
電
動
自
転
車
〈
槙

烏
葵
⑫
７
７
７
４
〉
＊
《
棚

式
洗
濯
機
〈
鈴
木
雪
逗
０
３
２

９
〉▽

無
料
で
＊
子
ど
も
用
二
段
ベ

ッ
ド
〈
薮
崎
冥
詔
）
１
２
７
４
〉

＊
女
子
中
学
生
用
剣
道
具
一
式

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

毎月5日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。

応募先〒270-ll92我孫子1858市役所広報広聰課

りは

⑳
③
③
信
翻
ｅ
⑪
②
⑪

短歌 1非句
山本寛太選 竹内旦選

お
も
み
じ

赤
城
榛
名
裾
曳
き
合
う
て
紅
葉
せ
り
高
橋
裾

モ
ノ
ク
ロ
の
記
憶
の
中
の
柿
す
だ
れ
青
山
陽
子

こ
ら
の
ぞ

行
く
秋
や
天
守
閣
よ
り
子
等
覗
く
渋
谷
多
佳
子

野
の
花
を
活
け
て
文
化
の
日
を
迎
ふ
新
堀
孝
女

老
人
ホ
ー
ム
辞
し
て
野
分
を
帰
り
け
り

宮
腰
多
加
雄

ざ
ん
ま

軒
先
に
秋
刀
魚
を
焼
け
る
母
な
り
し
須
藤
美
恵
子

白
壁
に
影
を
落
し
て
吊
し
柿
須
田
利
夫

菊
花
展
飲
ま
ず
食
は
ず
に
眺
め
け
り
中
野
武

漉
詳
奈
き
無
蒜
の
專
鑿
學
垈

菊
人
形
映
し
て
水
の
静
か
な
り
今
井
岩
夫

お
ひ
え

大
輪
の
菊
に
か
こ
ま
れ
老
の
笑
み
石
川
て
る
子

き
ぬ
か
つ
ぎ

衣
被
ひ
と
り
た
の
し
き
浮
世
か
な
松
浦
白
梅

き
ん
も
く
せ
い
を
善
な
ど
ふ

金
木
犀
の
花
散
る
道
を
幼
子
は
オ
レ
ン
ヂ
の
雪
降
り

し
と
ぞ
云
ふ
長
南
光
子

こ
の
秋
も
名
月
の
夜
す
す
き
ゆ
れ
し
た
は
し
き
母
の

命
日
な
り
し

青
木
正
子

春
火
の
阜
響
為
藤
藤
綴
り
書
よ
め

需
鯵
零
箪

き
の
中

つ
謹
吻

白
壁
と
土
塀
連
ね
し
武
家
屋
敷
志
士
ら
の
魂
宿
せ
る

な
ら
む
海
老
塚
恵
美
子

い
士
心

母
在
さ
ば
百
五
歳
の
誕
生
日
墓
前
に
白
き
む
く
げ
蝉

ふ
る
小
出
礼
子

ぺ

沼
の
辺
に
月
見
む
と
寄
る
あ
づ
ま
屋
に
家
な
き
人
の

蕊
か
ぶ
り
恥
す
一
一
容
和
夫

み
ね
ひ

雲
海
の
東
の
峰
よ
り
白
み
つ
つ
日
の
出
待
ち
ゐ
る
山

と人
の
ど
よ
め
き

小
林
光
江

素
を
驍
繊
慰
罫
琴
拾
ひ
し
素
誉
乗

・
異せ

て
笑
む
中
野
武

と
ぉ
ふ
じ
か
ん
せ
つ
す
が

残
月
の
白
き
遠
富
士
冠
雪
の
輝
き
見
ゆ
る
朝
の
満
し

さ

篠
田
ま
き

い
た
な
そ
う
し
ん
お

痛
む
こ
と
に
侭
れ
て
久
し
き
リ
ウ
マ
チ
を
総
身
に
負

ひ
て
こ
の
坂
の
ぼ
る
木
村
梅

〈
河
崎
實
錘
６
２
６
７
〉

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

け
ん
ば
ん

＊
キ
ー
ボ
ー
ド
（
標
準
の
鍵
雛
）

〈
松
永
寅
翌
４
０
２
０
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

甑
話
し
て
く
だ
き
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
諜
垂

（
坊
）
１
１
１
１
内
輌
岼
３
２
９
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景
観
条
例
が
、
哩
月
酔
日
釜
）
区
画
形
質
の
変
更
で
は
、
面
積
５

か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の
、
ま
た
は

の
り
め
ん

施
行
後
は
、
景
観
づ
く
り
に
大
法
面
や
擁
壁
の
高
ざ
が
２
ｍ
か
つ

き
な
影
響
を
与
え
る
大
規
模
行
為
長
ざ
が
犯
ｍ
を
超
え
る
も
の
。

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
届
け
④
屋
外
で
の
物
品
の
集
積
や
貯
蔵

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
で
は
、
高
ざ
が
３
ｍ
を
超
え
る
も

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
の
、
ま
た
は
使
用
さ
れ
る
土
地
の

め
、
景
観
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
面
祇
が
５
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の
。

願
い
し
ま
す
。
⑤
樹
木
の
伐
採
や
植
栽
で
は
、
地

▼
届
け
出
が
必
要
な
大
規
模
行
為
域
森
林
計
画
対
象
民
有
林
で
、
面

の
規
模
職
が
５
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の
。

①
建
築
物
等
の
新
築
、
増
・
改
築
、
▼
届
け
出
時
期
哩
月
型
日
か
ら
。

移
転
、
除
却
、
大
規
模
な
修
繕
．
行
為
に
か
か
わ
る
法
令
上
の
手

模
様
替
え
、
屋
根
・
外
壁
面
の
大
続
き
の
日
の
犯
日
前
ま
で
に
、
大

幅
な
色
彩
変
更
で
、
高
さ
が
、
ｍ
、
規
模
行
為
届
出
書
に
必
要
な
図
書

ま
た
は
３
戸
を
超
え
る
も
の
。
を
添
付
し
て
都
市
計
画
課
に
提
出

②
広
告
物
で
は
、
千
葉
県
屋
外
広
し
て
く
だ
さ
い
。

告
物
条
例
で
定
め
る
許
可
を
必
要
※
哩
月
型
日
の
条
例
全
面
施
行
ま

と
す
る
も
の
で
、
高
き
４
ｍ
ま
た
で
の
民
間
建
築
物
等
の
景
観
協
議

は
表
示
面
祇
、
㎡
を
超
え
る
も
の
。
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す

③
宅
地
の
造
成
そ
の
他
の
土
地
の
▽
届
け
出
対
象
地
域

大
規
模
行
為
の
届
け
出
に
ご
協
力
を

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス

ト
で
、
ｍ
月
に
イ
ギ
リ
ス
で
行
わ

れ
た
世
界
選
手
権
女
子
柔
道
巽
蛇

級
で
優
勝
し
た
楢
崎
教
子
さ
ん
。

そ
れ
は
同
時
に
、
日
本
初
の
ミ
セ

ス
の
世
界
女
王
誕
生
と
な
っ
た
。

４
歳
か
ら
父
親
が
主
宰
す
る
柔

道
場
を
遊
び
場
の
よ
う
に
し
て
育

つ
。
高
校
生
で
全
国
大
会
２
位
に

な
っ
た
の
を
機
に
全
国
レ
ベ
ル
で

も
通
じ
る
と
確
信
、
筑
波
大
に
進

む
。
卒
業
後
は
実
業
団
に
所
属
し
、

世
界
を
目
指
し
た
。
日
本
代
表
と

し
て
挑
ん
だ
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
で

は
、
キ
ュ
ー
バ
の
ベ
ル
デ
シ
ア
選

手
と
の
試
合
で
判
定
負
け
。
「
４

分
間
何
を
や
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
」

と
試
合
内
容
に
納
得
で
き
ず
、
悔

い
が
残
っ
た
。
そ
の
後
、
膝
の
故

瘤
卿
腿
艸
囲
ア
ト
ー
フ
ン
タ
で
や
り
残
し
た
思
い
を
復
帰
に
賭
け
て

よ
い
景
観
づ
く
り
の
た
め
に

陣
も
あ
り
第
一
線
か
ら
退
く
。
強
化
選
手
に
復
帰
。
大
学
の
先
輩

”
年
３
月
に
結
婚
。
４
月
か
ら
だ
っ
た
ご
主
人
は
「
今
し
か
で
き

大
学
院
に
進
み
、
学
び
な
が
ら
鏡
な
い
の
で
あ
れ
ば
悔
い
は
残
す
な
、

技
者
と
し
て
の
人
生
を
見
つ
め
直
中
途
半
端
で
な
く
本
気
で
や
れ
」

し
た
。
ヨ
ー
チ
と
し
て
の
道
で
と
遠
征
や
合
宿
で
留
守
が
ち
な
教

も
十
分
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
ア
ト
子
さ
ん
を
理
解
し
、
応
援
す
る
。

ラ
ン
タ
で
の
悔
い
が
い
つ
も
心
に
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
世
界
選

引
っ
か
か
っ
て
い
て
」
と
。
そ
ん
手
権
で
の
決
勝
戦
は
、
ア
ト
ラ
ン

な
思
い
を
晴
ら
す
た
め
に
昨
年
、
夕
で
敗
れ
た
ベ
ル
デ
シ
ア
選
手
と

‐
‐
‐
■
８
司
一
伽
わ
訓

一
嘩
鋸
幟

”
￥
奇
㈱

Ｌ

－

Ｆ１
１
ｌ
隷
櫛

市
内
全
域
で
す
。
た
だ
し
、
景

観
形
成
推
進
地
区
を
除
き
ま
す
。

▽
助
言
・
指
導
・
勧
告

①
届
け
出
の
行
為
が
景
観
形
成
基

本
計
画
や
大
規
模
行
為
景
観
形
成

指
針
に
適
ざ
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
届
け
出
に
対
し
、
優
れ
た
景

観
形
成
を
図
る
た
め
必
要
な
措
世

を
と
る
よ
う
助
言
ゞ
指
導
し
ま
す
。

②
届
け
出
を
し
な
か
っ
た
場
合
や
、

助
言
・
指
導
に
従
わ
な
か
っ
た
場

合
は
、
必
要
に
応
じ
て
景
観
審
議

会
の
意
見
を
聞
き
、
届
け
出
を
す

る
、
ま
た
は
助
言
・
指
導
に
従
う

よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
公
表
虚
偽
の
届
け
出
を
し
た

場
合
や
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
は
、

景
観
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
た
上

で
、
公
表
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
景

観
推
進
係
套
芭
１
１
１
１

景
観
賞
は
、
ま
ち
の
景
観
を
良

く
し
て
い
る
建
物
や
街
並
み
、
良

好
な
自
然
環
境
を
残
し
て
い
る
場

所
、
ま
た
、
景
観
を
良
く
す
る
活

の
戦
い
に
な
っ
た
。
双
方
と
も

一
歩
も
譲
ら
ず
、
残
り
廻
秒
で

相
手
に
注
意
が
与
え
ら
れ
、
こ

れ
が
優
勝
の
決
め
手
に
な
っ
た
。

「
そ
の
時
は
必
死
だ
っ
た
の

で
、
ほ
っ
と
し
た
と
い
う
の
が

先
で
、
喜
び
を
実
感
し
た
の
は

帰
国
後
、
ビ
デ
オ
や
報
道
を
見

て
か
ら
で
し
た
」
と
語
る
。

午
前
中
は
近
所
の
ジ
ム
へ
、

午
後
は
筑
波
大
で
練
習
の
日
々

を
送
る
。
「
試
合
で
恐
怖
や
不

安
に
陥
ら
な
い
為
に
は
、
毎
日

の
練
習
に
妥
協
を
許
ざ
な
い
こ

と
」
と
自
ら
を
戒
め
る
。

五
輪
選
考
会
が
始
ま
っ
た
今
、

「
シ
ド
ニ
ー
で
自
分
の
柔
道
を

し
た
い
」
と
次
の
目
標
に
全
力

投
球
中
。
神
奈
川
県
出
身
。

第3回景観賞決まる観
E己

ま弟 貝

今回は景観賞2件､景観奨励賞1件
ノ

動
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
表
彰
し
、
れ
ま
し
た
。

良
い
景
観
を
残
し
、
育
み
、
創
っ
◎
景
観
奨
励
賞

て
い
こ
う
と
い
う
賞
で
す
。
湖
北
台
７
丁
目
の
け
や
き
並
木

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る
こ
の
湖
北
台
団
地
を
南
北
に
貫
く
通

賞
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
７
件
り
に
植
樹
き
れ
、
市
内
で
も
屈
指

の
推
薦
が
寄
せ
ら
れ
、
景
観
審
議
の
並
木
で
あ
り
、
四
季
折
々
の
表

会
で
の
審
査
を
経
て
、
次
の
と
お
情
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

り
景
観
賞
２
件
、
景
観
奨
励
没
１
ま
た
、
湖
北
台
の
ラ
ン
ド
マ
ー

件
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ク
的
存
在
で
、
広
く
市
民
に
執
し

◎
景
観
賞
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
高
く
評

か
ん
べ

根
戸
新
田
・
神
戸
佐
平
治
氏
宅
の
価
き
れ
ま
し
た
。

塀
と
船
戸
の
森
下
の
湧
水
▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
景

旧
武
者
小
路
責
篤
邸
近
く
に
あ
観
推
進
係
冥
邑
１
１
１
１

り
、
市
内
で
は
貴
重
と
な
っ
た
湧

ら
選
演

に
》
白
壁
誇

入
講

卜
調
・

舜
鵬
卦

て
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。は

じ
め

た
た
ず

〃
４
抄
卜
作
｛

な
ど
、
活
動
面
で
も
高
く
評
価
さ

》
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
函

味
題
畷
蝋
撫
潔

函諏唖

《
詐
儲
蜜
窯
議

飛函函

《
島
腔
瀦
融
罐
識
馳

一
蠕

》
桓
皿

》
が
諺
》
壷
播
封
峰
癖
や
誕
幡
癖
》
》
》
《
榊
率
》
》
砕
跨
》
》
》

釦
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

函
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
は
、
趣
旨
平
洋
印
刷
株
式
会
社
様
、
湖
北
》

《
に
沿
っ
て
大
切
に
使
わ
せ
て
い
台
団
地
青
年
グ
ル
ー
プ
様
、
斉
函

鼬
た
だ
き
ま
す
。
藤
史
郎
様
、
古
利
根
の
自
然
を
函

一
朝
日
グ
ル
ー
プ
東
我
孫
子
カ
ン
守
る
会
様
、
北
口
商
友
会
婦
人
》

塑
蕊
麓
謹
雲》

》
恥
腓
測
鴻
懸
禅
輸
縦
隆
Ｉ
齢
胸
聰
鮒
隅
鮒
附
糎
暁
：

〃日時12月5日(日)午後2時から

4時30分(入場無料）

，場所市民会館

心内容①風景写真コンテスト入選

作品と景観賞の紹介②基調講演

｢日本の景観一ふるさとの原型」

講師…樋口忠彦（新潟大学教授）

③シンポジウム「我孫子の景観」

出席…太田安則（我孫子まちづくり

交流会代表)、樋口忠彦、梶島邦江

(市景観審議会会長)、福嶋浩彦市長

し問い合わせ都市計画課景観推進

係冠(85)1111

一
茜

■

市
民
会
館
で
来
年
１
月
鯛
日
（
日
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
で
は
、
市
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
も
＊
桂

と
市
教
育
委
員
会
と
の
共
催
で
の
で
、
第
一
部
は
「
文
化
講
演
会
」
ン
作

「
週
刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
の
つ
ど
第
二
部
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
第
２
テ
レ
＊
巾

と
を
開
催
し
ま
す
。
ビ
「
週
刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
」
の
▼
一

こ
の
催
し
は
、
読
書
愛
好
家
の
公
開
録
画
で
構
成
ざ
れ
て
い
ま
す
。
数
《

皆
さ
ん
に
「
本
」
を
読
む
こ
と
の
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
き
い
。
▼
前

勘
１
１
，
１

第
４
回
「
い
い
風
景
み
つ
け
よ

う
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
会

が
、
ｍ
月
加
日
に
行
わ
れ
、
最
優

こ
う
の
よ
し
ひ
き

秀
賞
に
河
野
吉
久
ざ
ん
（
守
谷
町
）

よ
し

の
霊
の
中
の
錘
写
墓
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
市

内
外
か
ら
加
点
の
応
募
が
あ
り
、

N 最
優
秀
賞
に
河
野
吉
久
さ
ん

H 第
４
回
多
い
い
風
景
み
つ
け
よ
う
多
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

「
い
い
風
景
み
つ
け
よ
こ
れ
ま
で
に
な
く
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
会
館
２
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

〆
テ
ス
ト
」
の
審
査
会
に
富
ん
だ
我
孫
子
の
頑
い
風
景
」
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

聖
日
に
行
わ
れ
、
最
優
が
搬
彩
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
▼
最
優
秀
賞
＊
華
の
中
の
緑
…

》
よ
し
ひ
き

鑿
口
久
ざ
ん
（
守
谷
町
）
入
選
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
河
野
吉
久

ゐ
錘
写
墓
が
選
蔽
称
略
）
▼
優
秀
賞
＊
水
辺
の
涼
．
：
山
下

か
な
め
か
ん
け
い
せ
い

｝
Ｏ

な
お
、
入
選
作
品
は
哩
月
１
日
要
＊
帰
る
舟
…
管
景
浄
＊
朝

］
ン
テ
ス
ト
に
は
、
市
（
水
）
か
ら
⑲
旦
旦
ま
で
、
市
民
の
公
園
…
堀
井
貞
彦

K
〈
園
も
↑

遮堅ロ
ロ
１
１
８
画
一
］
－
１

ノ
Ｐ

ｊ
・
《

、

刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
の
つ
ど
い

砧

▽
場
所
市
民
会
館

▽
内
容

第
一
部
「
文
化
講
演
会
」

▼
テ
ー
マ
３
つ
の
対
話

〉
講
師
荻
野
ア
ン
ナ
（
作
丞

第
二
部
「
週
刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ

ー
」
公
開
録
画

▼
司
会
児
玉
満
、
小
山
裕
香

▼
ゲ
ス
ト

＊
浅
田
次
郎
（
作
塞

＊
荻
野
ア
ン
ナ

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
き
い
。

▼
日
時
平
成
廻
年
１
月
空
日

（
日
）
午
後
１
時
開
場
、
午
後
１

時
犯
分
か
ら
４
時
犯
分
ま
で

し

巳
に
開
催

＊
佐
野
興
一
フ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
塞

＊
山
口
果
林
（
女
僅

▼
定
員
９
８
０
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
入
場
料
無
料

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
１
枚
に
１
人
ま
で
）
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
平
成
哩
年
１
月

７
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
〒
２

６
０
１
８
６
１
０
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放

送
局
「
週
刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
の

つ
ど
超
公
開
係
、
フ
ァ
ク
ス
０

４
３
（
２
２
５
）
５
８
４
１
へ

※
抽
選
に
よ
り
当
選
者
に
は
「
入

場
整
理
塗
を
送
付
し
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放

送
局
丑
０
４
３
（
２
２
７
）
７
３

１
１ 公

園
…
堀
井
貞
彦

▼
審
査
員
特
別
賞
＊
鵜
の
い

る
風
景
…
森
か
ず
お

中
て
７

▽
入
選
＊
雪
の
朝
…
増
田
惣

・
え
い
い

英
＊
東
て
る
日
の
朝
も
…
大

し
よ
う
い
ら
ろ
う

澤
昭
一
郎
＊
祭
り
だ
ワ
ッ
シ

わ
た
べ
な
お
ひ
と

ヨ
イ
！
：
・
渡
部
直
人
＊
休
息

に
い
ざ
わ

…
新
沢
紳
一
＊
春
の
水
辺
…

く
に
と
し

永
木
群
酢
＊
雪
化
粧
…
大
山

明
＊
ご
く
ろ
う
さ
ま
あ
け
ぼ

の
橋
：
本
田
守
男
＊
田
植
え

…
河
野
吉
久

▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課

景
観
推
進
係
實
誼
）
１
１
１
１
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地域振興券特定事業者の方へ
換金は・お早めに ’冬の古利根クリーン作戦 手賀沼カレンダー配布■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｄ
■
１
日
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｈ
■
″
Ｉ
亀

爲
季
一
一

一

Ｆ
■
■
屋
一
区
、
巡
凡
“

し配布日12月2日（木）

※例年は12月1日ですが、近隣セ

ンターの休館日に当たるので2日

に変更します。ご注意ください

優配布場所・配布時間＊市役所

西別館4階（市民会館隣）･･･午前

8時30分から午後7時＊つくし

野湖北・湖北台・布佐支所…午

前8時30分から午後5時（ただし

湖北・布佐支所は昼休み時間を除

く）＊布佐南天王台北・根戸

新木近隣センター･･･開館時間内

※配布は1人につき1部に限り、

配布時間内でも部数がなくなり次

第終了します。電話での予約や郵

便での申し込みはできません。

惨問い合わせ手賀沼課云(85)11

11内線462

地域振興券の換金は12月14日

(火)までです。まだ換金されてい

ない特定事業者の方は、お早めに

換金をお願いします。

し問い合わせ商工観光課云(85）

1111内線505

似曰時12月19日(日)午前9時か

ら11時（雨天中止）

し集合場所古利根沼中央我湖排

水路広場

し参加費無料

し持参長靴、軍手など

，問い合わせ土子容(87)2341

個I殴歴蔵

lI
l1

l ’’無料法律相談会
-二一一一害一一一一一弓や

ざくらいだいき

桜井大輝くん
(天王台･1歳3カ月）

し日時12月11日(±)午前10時か

ら正午‘午後1時から3時

し場所千葉県弁護士会松戸会館

似定員先着30人

し申し込み・問い合わせ電話で

県弁護士会松戸支部盆047(366)66

11へ

|’ 冬休みこども工作教室生

◎サンタやツリーをつくります

し曰時・場所12月5日(日)午後

1時から3時、湖北地区公民館

し対象市内小学生

，定員先着20人

惨参加費100円

し持参絵の具セット

し申し込み・問い合わせ電話で

湖北地区公民館壷(88)4433へ

圏 国圃回
1

1第24回消費生活展
＝資源循環型社会をめざして＝

｜

’|忌蟇錘割雷邉壽望
惨日時12月4日(土)・5日（日）

午前10時30分から午後4時30分

，場所市民プラザ（入場無料）

※環境にやさしいラップをプレゼ

ント（各日先着500人）

※石けん製品があたるスタンプラ

リーを実施します

し問い合わせ商工観光課消費指

導係盆(85)1111内線329

◎クリスマスわくわくクッキング

し日時12月11日(士)午前10時か

ら正午

修 場 所中央公民館

し対象。定員小学生、先着30人

惨内容ドリア、スープ、ゼリー

クッキー

，参加費500円（当日持参）

惨持参エプロン、三角きん、ふ

きん、手ふきタオル、上履き

し申し込み。問い合わせ電話で

中央公民館毎(82)0515'X

’登記申請はお早めに

例年、年末は窓口が非常に混雑

します。不動産や会社の登記申請

や登記事項証明書の交付等の請求

は、早めに行ってください。

年内の事務が終了する12月28日

(火)間近の登記申請は、年内に処

理できない場合もありますので、

早めの申請をお願いします。

惨問い合わせ千葉地方法務局柏

支局金(67)3309

’新卒者に求人と採用枠の拡大を

厳しい雇用情勢の中、新規学卒

者の就職機会も制約されたものと

なっており、就職内定率求人倍

率とも低い水準です。

学校や松戸公共職業安定所の紹

介で就職を希望している、松戸職

安管内の新規高校卒業者1532人に

対し、求人数は9月末現在、819

人、前年同月比69.7％の大幅減と

なっています。

これから社会に出発しようとす

る新卒者の期待にこたえ、意欲に

あふれた職業生活が一人でも多く

実現できるよう、求人の申し込み

採用枠の拡大にご協力をお願いし

ます。

採用計画または採用枠の拡大が

ありましたら、職安の求人係まで

ご連絡をお願いします。

，問い合わせ松戸公共職業安定

所求人企画部門壷047(348)6100

’
消費生活講座生
＝カード時代の落とし穴＝ ’

｜第13回HOTPOT
クリスマス会

し日時・場所12月14日(火)午前

10時30分から正午、市民会館

し定員先着30人

似参加費無料

修持参筆記用具

し申し込み・問い合わせ電話で

商工観光課査(85)1111内線329へ

，日時12月4日(±)午後1時30

分から4時

し場所天王台北近隣センター

し内容バンド演奏、劇、レクリ

エーション、ウルトラクイズぼか

し参加費100円(プレゼント付）

沙問い合わせボランティアセン

ター壷(85)5233

’ ’ 無料法律相談センター開設親子で遊星Iまう

入園前のひとときを、お母さん

とのあたたかいスキンシップと友

だちのきらめく笑顔に囲まれて、

楽しく過ごしてみませんか。

，日時平成12年1月14日、28日

2月25日の各金曜日、午前10時か

ら11時30分（全3回）

’場所湖北地区公民館

，対象・定員市内在住で平成7

年4月2日から8年4月1日生ま

れの幼児とその保護者、20組（応

募者多数の場合は抽選）

，参加費無料

し申し込み。問い合わせハガキ
ふりがな

に住所、参加する親子の氏名、電

話番号、子どもの生年月日と性別

を明記し、12月8日（水・消印有

効）までに我孫子新田34中央公民

館「親子で遊ぼう」係壷(82)0515

へ（小さいお子さんを連れての参

加もできます）

子ども工作教室生
＝昔懐かしい竹馬を作ろう＝’

特定非営利活動(NPO)法人

｢市民生活を守る無料法律相談セ

ンター」では、さまざまな法律に

関する相談（不動産売買、相続、

労災など）を行っています。

し相談時間毎週月曜から金曜日

午前10時から午後5時（年末年始

祝日を除く）

し相談申し込み事前に電話予約

惨相談場所・問い合わせ渋谷区

千駄ケ谷3の26の6山水ビル3階

同センター公03(5414)3691

シ日時・場所12月19日(日)午前

9時30分から正午、中央公民館

し対象市内小学生とその親

し定員先着15組

し参加費1組500円

し申し込み・問い合わせ電話で

中央公民館盆(82)0515'X

※持ち物は後日連絡します

こちどりの会
バードカービング展＝野鳥彫刻＝

公民館講座の修了生で会をスタ

ート。初めての作品展をご覧くだ

さい。

，日時12月17日(金)から19日

(日)午前10時から午後4時(17B

は午後1時から、19日は午後3時

まで）

，場所湖北地区公民館

け入場料無料

，問い合わせ牛尾云(88)7909

｜

’
古代米わらによる
しめ飾り講習会参加者 ’

修日時12月26日(日)午後1時か

ら3時30分

似場所湖北地区公民館

惨定員先着40人

似参加費1000円（材料費含む）

し申し込み・問い合わせ電話で

12月10B(金)までに湖北地区公民

館壷(88)4433へ

圃 囲 園 固

｜日陥当番医1週間の行事’
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’
第11回我孫子市民クリスマス
チャリティーコンサート ’ |遜臘諏剛蝿’

舎月の休館圏し曰時・場所12月4日(土)午後

2時から4時、市民会館

し内容腹話術、コーラス

レ入場料中学生以上…500円、

小学生･300円

し問い合わせめばえ幼稚園壷

(82)1912

6(月)､13(月)､14(火)､20(月)､27(月)～31(金）

6(月)､13(月)､20(肌23(祝)､27(月)～31(金）

6(N)､1､月)､20(M)､24(金)､27(月)～31(金）

9(木)､16(*)､28(火)～31(金）

6(月)､13(月)､20(1I)､27(月)～31(金）

市民図書館

中央･湖北地区公民館

鳥の｡|導物館

市民プラザ

市民会館’
我孫子ロータリークラブ
チャリティーダンスパーティ

1

1 １
１
年末年始

特別警戒取り締まり ’，日時12月4日(土)午後5時開

場、5時30分開始

，場所市民体育館

し内容社交ダンスパーティー

レゲスト奥村三郎（元全日本ラ

テンチャンピオン）

傍参加費1500円

し問い合わせ真仲云(89)2921

つつじ荘・

西部福祉センター

6(月)､13(月)､14(j<)､20(月)､23(祝）

27(月)～31(金）’浜田和歌緒会20周年記念
民謡発表会 ’ 年末年始は、ちょっとした油断

や心のスキを狙った｢ひったくり」

｢空き巣狙い」などの犯罪が多く

なり、「交通事故」も多発します。

警察では、こうした犯罪や事故

を未然に防止するため、12月10B

(金)から1月3日(月)までの間、

｢年末年始特別警戒取り締まり」

を行い、パトロールや交通取り締

まりなどの安全活動を強化します。

安全で明るい新年を迎えるため、

皆さんも犯罪の被害や事故などに

あわないようご注意ください。

◎千葉県警察本部「相談サポート

コーナー」のご利用を

困りごとや犯罪の被害にあった

方などからのご相談を受け付けて

います。お気軽にご利用ください。

し相談零舌番号盆043(227)9110

レ問い合わせ我孫子警察署壷

(82)0110

．公共施設利用の継続的な活動は、

優先的に場所が確保されているも

のではありません。

市民体育館'27(月)～31（金）
ふれあい工房|6(11)､13(月)､20(月)27(M)､29(j<)～31(金），日時12月12日(日)午前10時開

演（入場無料）

し場所湖北地区公民館

し問い合わせ山崎壷(88)ﾜ583

相談等
内容日時場所問い合わせ

法律相談(予細側'淵(火蝋W"脇繍憲広隷広聴課
※予約は、12月1日(水)8:30から晒話で広報広聴課へ。

税務相談(予約制)|'7(金)10:00~15:001市民相談室|課税課
※予約は、12月13B(月)8:30から砥話で課税課へ。

人椎相談2(木)10:00~15:00福祉総合相談室生活支援課

行政相談1(水)10:00~12:00市民相談室広報広聴課

不動産相談･住宅相談10(金)10:00~15:00市民相談室建築指導課

交通事故相談13(月)10:00~15:00交通整怖課交通整備課

心の相談(予約制)1(水)13:30~15530福祉総合相談室福祉総合相談室

健康相談3(金)'0:00~ll:15つつじ荘つつじ荘
10(金)10:00~11215西部福祉センター耐燗祉センター

“づくりうんどう敬室17(金)10:00~11:00冠錨姻内うんどう鯛保健センター

市 民 相 談 室

(西別館3階）
法律相談(予約制） 広報広聴課

’第3向二写会写真展

塵11ロリ職チャ’ノテイー展
，曰時12月10B(金)から14B

(火)午前10時から午後5時(10B

は午後1時から、14日は午後3時

まで）

，場所市民プラザ

，入場料無料

し問い合わせ中野壷(88)0569

，日時12月3日(金)から5日

（日）午前10時から午後5時

ひ場所市民会館（入場無料）

し問い合わせ高間壷(84)5417

闘扇雪夏蒙作蜜驫｜
，日時12月10B(金)午前10時か

ら午後3時

仁場所ジャスコ野田店内「時計

の広場」

惨販売内容陶芸作品、木工作品

ハガキ、EMボカシほか

，問い合わせ東葛北部地区知的

障害施設連絡協議会(あらき園内）

念(88)4188

設
鰄

施
品

害
誹

’
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中央学院大学吹奏楽団
第5回定期演奏会

健康相談

惨日時12月4日(±)午後3時開

場．3時30分開演（入場無料）

し場所柏市民文化会館

し曲目国民の象徴、たなばた、

エレクトリカルパレードほか

少問い合わせ中央学院大学学生

課念(83)6518

健康生きがいづくり
相談(予約制）

ふれあい桶祉センター

(繼剛臓会向かい）
14(火)10:30~16:00

6（月）9:00~15:00.

心配ご､と相談20（月)9:00~15:00

13(月)9:00~15:00

結婚相談5．19(日)10:00~14:00

社会福祉

協識会
脇れあい福祉センター

心配ご､と相談

保健センター

社会福祉協識会

この広報紙は再生紙を使用しています
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